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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）－Ｎ
’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミドを合成する方法で
あって、
　ジメチルホルムアミド、ヨウ化カリウムおよび炭酸カリウムの存在下で、４－ヒドロキ
シベンズアルデヒドを臭化イソブチルと反応させて、４－イソブトキシベンズアルデヒド
を製造するステップ；
　前記４－イソブトキシベンズアルデヒドを１．５当量のＮＨ２ＯＨと反応させて、４－
イソブトキシベンズオキシムを製造するステップ；
　前記４－イソブトキシベンズオキシムを、ラネー－Ｎｉおよび１３～１６当量のＮＨ３

の存在下で、Ｈ２と反応させて、（４－イソブトキシフェニル）メタンアミンを製造する
ステップ；
　酢酸を添加し、（４－イソブトキシフェニル）メタンアミンアセテートを製造するステ
ップ；
　前記（４－イソブトキシフェニル）メタンアミンアセテートを３０％ＮａＯＨで処理し
、トルエンを用いて抽出して、（４－イソブトキシフェニル）メタンアミンを製造するス
テップ；
　前記（４－イソブトキシフェニル）メタンアミンをトルエンの存在下でＨＣｌおよびＣ
ＯＣｌ２と反応させて、１－イソブトキシ－４－（イソシアナトメチル）ベンゼンを製造
するステップ；ならびに
　トルエン中の前記１－イソブトキシ－４－（イソシアナトメチル）ベンゼンの溶液をＮ
－（４－フルオロベンジル）－１－メチルピペリジン－４－アミンと反応させて、Ｎ－（
１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）－Ｎ’－（４
－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミドを製造するステップ、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）－Ｎ
’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミドの酒石酸塩を形成
するステップ、及び、Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフ
ェニルメチル）－Ｎ’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミ
ド酒石酸塩の結晶形Ｃを用いて、前記形成されたＮ－（１－メチルピペリジン－４－イル
）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）－Ｎ’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）
フェニルメチル）カルバミド酒石酸塩にシード添加して、Ｎ－（１－メチルピペリジン－
４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）－Ｎ’－（４－（２－メチルプロピル
オキシ）フェニルメチル）カルバミド酒石酸塩の結晶形Ｃを製造するステップをさらに含
む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記方法の反応生成物が、０．２重量％未満の不純物１を含む、請求項２記載の方法：
【化１】

。
【請求項４】
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　前記方法の反応生成物が、０．１重量％未満の不純物２を含む、請求項２記載の方法：
【化２】

。
【請求項５】
　前記方法の反応生成物が、実質的に不純物２を含まない、請求項２記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）
－Ｎ’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミド酒石酸塩の結
晶形Ｃが少なくとも９０％の量で存在する、請求項２記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）
－Ｎ’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミド酒石酸塩の結
晶形Ｃが少なくとも９５％の量で存在する、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－（４－フルオロフェニルメチル）
－Ｎ’－（４－（２－メチルプロピルオキシ）フェニルメチル）カルバミド酒石酸塩の結
晶形Ｃが少なくとも９８％の量で存在する、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記方法の反応生成物が、実質的に不純物１を含まない、請求項２記載の方法。
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